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 １０品目の農産物について、アセトニトリルで抽出後にミニカラムで精製し、GC／MS/MS（イオント

ラップ型）及び HPLC（フォトダイオードアレイ検出器）で１５６種類の農薬を分析する方法を検討し

た。１４２種類の農薬については、GC/MS/MS を用いることにより、確実な分析が可能となった。また、

マトリックス標準液で補正することにより、良好な回収率が得られた。GC/MS/MS での検出限界は、多

くの農薬で０．０１ppm であり、ポジティブリストに対応可能と考えられた。GC/MS で分析ができなか

った１４農薬は、GC/MS 分析用試料を、シリカゲルミニカラムで精製後、HPLC（フォトダイオードア

レイ検出器）で測定した。フォトダイオードアレイ検出器を用いることにより、植物由来成分の影響をさ

けて、分析することが可能であった。HPLC での検出限界は、０．０２～０．０５ppm であった。 
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